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カツオ幽門垂に於ける核酸及び

関連物質について(予報)

相　田　研　一,柿　本　大　電

On the Nucleic Acid and its Related Compounds

in Pyloric Appendage of Skipjack

Ken-ichi KASHIWADA and Daiichi KAKIMOTO

緒　　　　　　口

核酸,核蛋自及びその関連物質に関しては従来陸上哨乳動物の胸腺,降臨,肺臓,腎隣

等T)内臓器官,酵母,癌組紐,或る種の細菌,ヴィ-ルス,魚精等を試料として,その抽

出,精製,組成の探索,定量,生体内に於ける代謝等,広汎な研究が行われている.これ

らの移しい研究の中でサケの日子から初めて核酸を取出し,これに関連した物飢研究の端

緒を作ったMiescher氏(1)の研究は膳史上不滅の業績であるが,魚類を取扱った例とし

てはその後Mirsky,Pollister氏等(21はマスの精虫から,デブキシペン7.-ス核酸に属す

るヌクレオプロタミンを分離し,又ナヌカザメの肝臓,肺臓,血球,マス, Shadの精虫

からも核衷｢'1が抽旧されており,関連物質としてはモノヌクレオチドなるイノシン酸が奥

n氏(3)等によって,カツオその他rD魚類,岬穀類,軟体動物のエキス成分として検出さ

れ,グアニン,アデニン,キサンテン等のプリン塩基も碩量ながら広く水産動物肉にその

存在が認められている.叉核俄と結合している蛮r'-1部分は主としてIlりH(4), Kossel(5)氏等

によって,多くの魚精から夫々興るプt]クミン及びヒス1.ンが分離命名され　その大部分

のものに対しては実験式も与えられている.

併し重体的に見て核酸及び関連物質は含量の豊許なことと恐らく試料採取の容易等の理

由から,牛の胸腺或は酵母等誹料を陸上のものに求めている研究が多く,水産物としては

魚精はしばしば用いられたが,精以外の器官或は組織を試料として取上げた研究例は比較

的少い.著者等はカツオ幽門垂及びそのエキスに於て,従来核酸構成々分として知られて

いる数種の物質を検出したことから核酸(叉は核蛋白)の存在を推定し,その分離につい

て研究を進めた.

従来の研究例によれば棲酸を糸状に抽出分離するためには,動物の内臓を用うる場合に

は屠殺後30分乃至1時剛以TI^)に試料を採取し,その後の垂操作を00-5℃のよう別郎配

下で行うべきことが要求されている.これは組寿削1に当然共存すべきヌクレア-ゼによる

分解を恥じすることの必要性から来ているもので,上記の煉件で行わない限り変化しない

状態,即ち糸状に核酸を分離することは困難とされている.マスの精出からヌクレオプTl

クミンを抽出したMirsky氏等の研究でも,やはり垂操作を0-1℃の低減で行っている

ので,この促件を満足せしめることは少くともカツオの場合,陸揚げされたものから試料

を揮っている著者等の現状では殆んど不可能である.著者等が此の実験で用いた訴料はこ
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れらの保件とはかなりかけ離れたものであるが,核酸そのものの分離が目的ではなく,核

酸構成々分を定性,卦･rrによっで拭験し,核酸の存在を知ることを目的とした予備的英験で

あった為め暫くとの程度の試料,方法で満足し.たわけで,核酸を分離するためには改めて

細心の注意を払って試料採取が'行われなければならないことは言を侠たない･核酸従って

核iB:iの存在を推定せしめる二三の試験結果を記して本研究の予報とする･
●

実　　　　　　験

1.糖成分の定性

昭和26年5日下旬,枕崎市に陸揚げされた新鮮なカツオから幽門垂を探り,約30日間

冷蔵庫内に凍結貯蔵したものにつき試験したところ,ペントスその他核酸関連物質の二

三の反応を認めたので,陸上に於で求め得る最も新鮮な材料を用うるため,本願山川町に

赴き当日漁獲,叉は漁獲後1, 2日を出ないと言うカツオから幽門垂を採取した･併しこ

れとても死後少くとも数時間以上を経過しているので,前記の保件とはややかけ離れてお

り,従って極光r-Jj或は核酸もある程度分解しているに相違ないと思われるものである･採

取した幽門垂は直ちに乳体中で潰して少量の水を加え,幽門垂の水分を800/oとみなして

重体が1M濃度となるように食塩を加え,ヌク1,7ーゼの作月ほ抑制する目的で0･01M

濃度となるようにクェン酸ソ-ダを加

え,水冷しつつ実験室に持ち慮り,

時々振浸しながら氷室内で2昼夜浮出

した滅液を用いて糖の反応を試験し牽

結果は第1衣の通りであった.

表記の定性'試験は何れも極めて鮮著

な陽性反応を与え,前記の如く処理し

た誹料中には衆水化物として核酸の構

成々分である所のペンT-ス及びデブ

籍l表　精　の　反　応

反　　　　応　I強さL　推定される物質

辛- 1)ツシユ反1,氏

ア　ニリ　ン　反~応

オルシソ塩酸反JJt;

稔　木　片　反　応

ヂフユニルアミン反応

システイソ硫酸反応

茨　水　化　物

ペ　ソ　ト　　ー　ス

同

デソキシペソトース

同

国

キシペ-/ト-スの存在が推定される.

なおこれとは別に試料を比較的長時間煮沸した場合,及び長時間湧煎鍋上に加熱翻iルて

調製したシラップ状のエキス;こついても同時に誹験し如ミ･斯かる試料では上記の各反応

殊にヂフェ昌ルアミ-/反応が微弱となり,叉往々にして殆ど検出されなくなる場合もあっ

た.叉幽門垂の熱火浸出液を濃縮したエキスは原料の鮮度によって色調を異にし,極めて

新鮮な原料を用いたものは黄褐色を呈するが･長期冷蔵した幽門碑から調製したエキスは

殆ど黒色に近再犯を呈する･これらの試料を比較して見ると後者は前者に比較し糖とし

ての各反応が造かに微弱である･これらの事実から考えると幽門垂中に存在する糖成分は

比較的不安定で,永く貯蔵するか或は長時間加熱することによって変化するものらしい･

この定性試験で検出されたソヂキシペントスは甚だ不安定な物質と言われているが,こ

の糖の反応が長期貯赦した幽l-1博から調製したェキス･及び調製に際し長時間加熱された

ェキスに於て弱くなるのは,その間に分解したものと想像される･

2.塩基成分の定性

核酸の他の一つの成分であるプリン塩盈ピリミヂン塩進の定性試験を前と同-の試料

vcっいて行った結果は第2表の通りである･
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第2　蓑　　塩　　基　　の　　反　　応

皮 ㌃TsiT｢√定　さ　れ　る~~物　質

ヂ　ア　ブ　反　応

ム　レ　キ　シ　ド　反応

キ　サ　ン　チ　ソ　反応

コ　ツ　セ　ル　反　応

ホイラ-ジョンソン反応

メ　　タ　　妨　　酸

グアエソ,キサンチソ,ヒポキサンチン,チミン,シトシ

ソ,ウラジル,チロシソ,ヒスチヂソ

+ならばグアニン,サキンテン

同　　　　上

アデニン,ヒポキサソチソ

ウラシル,シトシソ

沈澱を生ずればアデニン,グアニン

ヂアゾ反応は塩鵜顎の外チTlシン,ヒスチヂン等も与えるので塩基の証明にはならない

が,衣の如くプリン塩鵜としてアデニン叉はヒポキサンチン,ピリミヂ-/塩基としてはホ

イラ-ジョ-/リン反応が加熱しなくても認められるので,ウラシル叉はウラシル, 'yT.シ

ン両者の存在が推定される.ムレキシド反応とキサンテン反応は時として微かに陽性を与

えたかに見える場合もあるが,多くの場合iF;･小色を与えてあまり明瞭でない.元来この反

応は組織の浸出液は素より,核泰rて悦は純粋な核酸でも4:I･:々にしてtIli･い色を与えて鋭敏度

も拭く,従ってあまり良い反応ではないとの記載が,I:Lられるが,本試験に用いた試料は幽

門虜のlM食塩浸出液そのままで,著者等の研究によると幽門垂エキスの主要固形成分は

アミノ酸で,これにペブナ-/等高級蛋白分解物や,末だ奄分確認されてはいないが,その

外にも種々の物質が含まれているので,存在する塩基顎は量的に透かに多いこれら共存物

質によってその豊色を妨害され従って明瞭な反応を示さないのが寧ろ当然で,この反応

の結果に対してはあまり蚤要性を与えない方が適当と思われる.

3.椛酸銀沈澱部の定性

以上幽門席のl M食塩浸出液及び熱水浸出液について,核酸の構成分とみなされる糖及

第3　表　　幽門垂エキスの硝酸銀沈澱部に於ける精及び塩基の反応

反　　　応　巨象　さJ　　推定される物質

モ　-リ　ブ　シ　ユ　反　応

ア　ニ　リ　ン　反　応

オ　ルシ　ソ塩酸反応

ヂ7--ルア　ミン反応

ヂ　　ア　　ブ　反　応

ム　レ　キ　シ　ド　反　応

キ　サ　ン　チ　ソ　反　応

コ　ツ　セ　ル　反　応

燐　酸　vJ　反　応

ピ　ク　リ　　ン　　酸

淡　水　化　物

ペ　ン′　ト　-　ス

何

十ならばデソキシペソトース

グアエソ,キサンチソ

同

アデニン,ヒポキサンチソ

燐　　　　　酸

ア　デ　ニ　ン(アンモニア水に可溶)

≠

　

鼎

　

+

一

朝

　

±

　

士

　

≠

　

≠

　

十
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び境基項を検出し,且つ燐酸は何れの試料に於ても明らかに捻出されるが,上記の如く塩

基の反応に明瞭を欠くものがあったので,検出に用うる試料をこれらの成分に朗して純粋

にすることによって反応が明確になるのではないかと考え,次の如くエキスの硝酸銀沈澱

部について塩基及び糖の定性を行った.

昭和25年8月,本願枕崎市に赴き陸揚直後のカツオから摘出された幽門垂の中から,殆

ど自己消化を起していないと鳳われる新鮮なものを選別し直ちに蒸押水を加えて煮熟,描

紙で滅過した透明な液汁を濃縮調製したエキスを試料とした.これに適量の水を加えて終

解し,バリクを加えて生ずる沈澱を滅別し,滅液を柵酸で中和し,柿酸銀溶液を加えて生

ずる沈澱を集め,少量の水に分布し,硫化水素を通じて銀を除き,波液に基気を通じて硫

化水素を除いた液について定性試験を行った結果は第3表の通りであった.

銀塩を分取した滅液にはア占リ-/反応が認められないので,ペ-/I-ス化合物は銀塩と

して沈澱することが解った.併しとの場合もムレキシド反応,キサンチン反応はやはり･Ili･

い色を与え,従ってこの両反応の確認を主目的としたこの実験は不成功に終った.即ち前

記の操作を経た試料に於でも結果はほぼ同様で,燐酸,ペンT-ス,及び或る軽めプリン

塩基が検出された.

4.ペーパー･ク11マナグラフイ-によるプリ-/塩基の検出及び金プリン体の定量

以上,従来普通に試みられている定性試験の結果を綜合すると,カツオ幽門垂中にはペ
-/T･-ス核酸,ヂソキシペンT-ス核酸両者の存在を推定し得るが,クTlマヤグラフイー

によって塩基部(特にプリン塩基)を試験し,更に既知の方法によって金プリン体を定量

した.

先づクtZマトグラフイ-はSchmidt法に従って硫酸の20/Q濃度で生幽門垂を100℃に

6時間加熱したものを試料とし, Vischer及びChargaff氏(6)の行った方法によりn･ブ

タノ-ル(水飽和)を展開剤とし,硝酸笥二水銀の0.5N碑酸溶液を固定剤としてRf値

を求めた.減耗は東洋滅糸貯No.50　を

用いた. 3個のスポッ†を得たがRf

値の′トさいもの程現われた黒点が濃厚

であった.結果は第4表の通りであっ

た.

著者等の共助で得た3偶のスポッ　Tt

をVischp,r氏等の発表しているプリ

ン塩基のRf値から判断すると,上表

の如く夫々アヂ昌ン,ヒポキサ-/チ-/

グア昌-/ (叉はキサンチ-/)に相当し

てlハる.

次に3の実験に用いたと同じ試料エ

キスをEdlbar･.her及びJucker氏等

の方法即ち20/Q硫酸, 4時間煮沸によ

って加水分解した溶液につき,金プリ

ン体即ち核酸,ヌクレオチド,ヌクレ

第4表　題紙クロマトグラフィーによる

プリン塩基の検出(Rf値)

第5表　エキスのプリン態窒素

窒　素　成　分l　エキス無水物中

全　　窒　　素

プリ　ン態窒素

アミ　ノ態窒素

アンモニア態窒素
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ォシドを構成するプ.)ン体と遊離プ.) -/体との給和をGraff及びMaculla(7)の方法によ

って定量した結果は,節5表に示し斉頭口くエキス無水物に対し0･440/Uであった･

なお第5表には常法によって定量した他の窒素成分も参考のため附記した･

摘　　　　　　要

1.カツオ幽門垂の1M食塩水没鮎夜及び熱水浸出物(ェキス)につき矧生試験を行っ

た結果,糖としてべ-/トス及びヂソキシペントス,塩基類としてアデニン叉はヒポキ

サンチ-/,ウラシル(叉はウラシルとシーシン),及び燐酸が検出されたので,核酸叉は

核塞仁1の存在を推定した.

2.糖殊にヂソキシペントスの反応は,長期貯赦した幽門垂或は長時間加熱して調製

したエキスに於ては棟弱となることを見た.

3.波紋クTlマTグラフイ-により,幽門垂エキスの加水分解物中にアデニン,ヒポキ

サンチ-/及びグアニン(叉はキサンチン)を検出した･

4.同じ試料につき仝プ.)ン体の窒素を定量した結果はエキスの無水物に対し0･440/a

であった.

此の研究は昭和26年度文部省科学研究費によって為されたものの一つであり,実験試

料としたカツオ幽llFl垂は本線lJJ=町のものは同地,村山JjLi吉氏,枕噺l了のものは同川漁業

協同組合長立イ惟義氏の好意により採某し且つ寄贈されたものである･特託して深謝の意

を衣する攻寄';である.

R i s u mi

we studied qualitatively on the compounds related to nucleic acid in

pyloric appendage of skipjack･ In the extract of pyloric appendage treated

with 0.lM-NaCl ol･ hot water, We confirmed pentose and desoxypentose as

sugar components, adenine or hypoxanthine, uracil (or uracil and cytosin)

as purin and pyrimidin derivativcs･ It was found that the color reaction of

sugars was faint in those samples which were stored for long times or

heated for long hours. And a】so we confirmed adenine, hypoxanthine and

guaniTle (Or Xanthine) in the hydrolysate of pyloric appendage extract by

paper partition chromatography' and the total purim base nitrogen was

0.440/U.
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